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が得られており，例えば，1980 年代から 1990 年
代後半は，(社)日本機械学会材料力学部門内に，
「球状黒鉛鋳鉄の強度評価に関する研究会 (主査: 
西谷弘信 九州大学名誉教授)」 および 「先進鋳造
材料の強度評価に関する研究会 (主査: 原田昭治 
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図 1.1 球状黒鉛鋳鉄の近年の生産量推移 7),8)
















(γ) 相が冷却過程で γ ➝  フェライト  + 黒鉛，また


































オーステテンパ球状黒鉛鋳鉄 (JIS G 5503)














様々な強度特性を得ることができる  9)． JIS G 
5502 では，図  2.2 に示すように  800 MPa に及ぶ





現できる 9)．近年では，欧州を中心に Si 量を通
常の 2.0 ～  2.7 % よりも高めた固溶強化型高 Si フ
ェ ラ イ ト 基 地 球 状 黒 鉛 鋳 鉄  (Solid solution 




高延性である 17)．なお，高 Si 球状黒鉛鋳鉄は，









引張強さ  450 MPa から  600 MPa までの  3 段階の
材質が規格化されている 18)． 
球状黒鉛鋳鉄の疲労強度に関しては，球状黒鉛
鋳鉄には直径約 20 ～ 50 μm の球状黒鉛が多数 (面























































372 機 械 の 研 究  第 70 巻 第 5 号 (2018) 
れ，機械構造用材料としての利点が多いため，自
動車分野や産業機械分野，鉄道分野などで多く用













図 3.1 に，高 Si 球状黒鉛鋳鉄のシャルピー衝撃
試験結果を同強度のフェライト–パーライト基地
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